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にヲ触形な屈折卿 を閉じ込めたいわゆる受動型非線形共振器を考えよう｡この系はそのままではレ ザー のーよ
うに自励発振しないが､鏡(半透明)を通して外から光を注入すると､アクチヴな嫌 な々横能をあらわすデバイ
スである｡ (2)共q騎引ま環状の導淡路をつくりその中には非線形吉和E垂菓質が満たされている｡導波路の一部を捕






γ~ldx(t)/dtニ ーx(t)十f(x (t-tJl))､ (1)
この方程式は非線形フイ-ドバック項f(x)に共振器内を光が往復する時間tRを時間遅れとしてふくむので
遅延微分方程式(delay-differentialequation)と峨まれる｡このに系は時間をtftを単位にして区間 (ntR､
(n十1)tR ) (∩:整数)に分割し､n区間内での解をx ｡ (T)(0≦T<tR )と書くと関数から関数
への写像xn-1 (T)- X. (T)､すなわち
x ｡ (f)-Xn_1 (tR ) e-Tf十
丁






dx(t)/dt - F(X, y) (デバイス方程式)


















∫(x)- 〃 cos(冗-x｡) (5)
を採用すれば､フアイゲンバウム現象としてよく知られているように､ (い ヲ触形性をあらわすパラメ ターJが
増大しある臨界値JJlに連すると(4)の定常解が不安定になって周期2tRの振動が現れる｡Jlがさらに増大




















XI x2 x2 Xl
→- - - - - tft- - - - - - l






2周期解 xn (7)-Xl､ Xn.1 (ァ)-x2 : 4周期解 xn (7)-Xl､X.+1 (T)-x2
Xn+2 (C)-Ⅹ与､ Xn+3 (r)-X4
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8周期解 - .二殻に2n周期解に対応する (2)の解が研 一る
ここにxn (T)はn区間のx､?まり Ⅹ(T十ntR)-XD (丁)(0≦C<tR)でx.,x2･∴
- は定差方程式の2n解 x2-f(xl)､ X,-f(x2)I









































(x,,xl)になりx.→x, x,- xlとスイッチする(1)のヘテロクリニック解 (xfd (t),xり
(t日 の存在を証明しそれを境界層解としてx2とxlを滑らかにつなぎながら数学的に脚 を構成し
ょうというものである｡小 目
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(1) Pn/Q.-僻軌/奇数 または 奇数/偶数ならば N●-QDとおけ｡
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